
（
１
）

三
宅
秀
（
一
八
四
八
’
一
九
三
八
）
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
三
代
に
わ
た
り
医
育
、
衛
生
行
政
の
中
枢
に
居
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
度
、
三
宅

典
次
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
彼
の
日
記
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
以
下
紹
介
す
る
。

日
記
は
明
治
二
十
一
年
一
月
一
日
（
一
八
八
八
）
か
ら
死
去
（
昭
和
十
三
年
三
月
十
六
日
）
の
十
数
日
前
（
三
月
三
日
）
ま
で
の
毎
日
、
五
十
年

間
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
博
文
館
発
行
の
い
わ
ゆ
る
当
用
日
記
を
用
い
、
三
’
四
年
分
ず
つ
合
冊
製
本
し
、
背
に
は
（
た
と
え
ば
）
「
日
記
第

一
巻
睾
”
錘
一
垂
一
毒
」
と
押
し
て
あ
る
。

日
記
は
明
治
二
十
一
年
一
月
一
日
（
一

間
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
博
文
館
発
行
（

一
巻
睾
轆
錘
一
垂
一
毒
」
と
押
し
て
あ
ス

全
巻
の
構
成
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
ノ
ー
ト

第
一
巻
自
明
治
二
十
一
年
至
明
治
二
十
三
年

第
二
巻
自
明
治
二
十
四
年
至
明
治
二
十
六
年

第
三
巻
自
明
治
二
十
七
年
至
明
治
二
十
九
年

第
四
巻
自
明
治
三
十
年
至
明
治
三
十
三
年

第
五
巻
自
明
治
三
十
四
年
至
明
治
三
十
七
年

第
六
巻
自
明
治
三
十
八
年
至
明
治
四
十
一
年

第
七
巻
自
明
治
四
十
二
年
至
大
正
元
年

三
宅
秀
日
記
（
一
八
八
八
’
一
九
三
八
）

澤
垂
極
害
評
義
春
恥
壼
需
昭
和
五
十
六
年
八
月
三
日
受
付

小

関
恒
雄
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力
に
乏
し
い
反
面
、
会
合
や
面
八

資
料
と
し
て
も
秀
れ
て
い
よ
う
。

氏
の
こ
の
時
期
は
、
明
治
十

た
も
の
の
大
学
改
革
も
一
応
結
圭

員
会
に
仕
事
が
移
っ
て
い
っ
た
畔

昭
和
十
三
年
（
〃
）

（
う
ち
一
’
四
巻
は
Ｂ
６
判
、
他
は
Ａ
６
判
）

日
記
は
縦
罫
で
第
十
巻
以
降
に
は
頭
註
欄
が
あ
る
。
記
載
は
。
ヘ
ン
書
き
（
一
部
筆
書
き
）
で
、
天
気
、
出
校
時
刻
、
出
頭
先
、
会
合
名
、
面

会
・
来
客
者
名
、
帰
宅
時
刻
な
ど
の
順
で
あ
り
、
そ
の
後
の
散
策
、
観
劇
、
来
宅
者
名
で
終
る
。
左
端
に
は
そ
の
日
の
予
定
・
約
束
（
会
合
名
、

場
所
、
時
刻
）
が
記
し
て
あ
る
。
記
事
は
き
わ
め
て
簡
略
な
メ
モ
書
き
で
あ
り
、
感
想
と
か
時
局
的
な
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
。
三
宅
秀
の
人

間
味
は
出
て
い
な
い
が
、
た
だ
観
劇
や
休
日
の
釣
行
に
彼
の
素
顔
を
わ
ず
か
窺
え
る
。
（
と
く
に
釣
に
は
し
ば
し
ば
出
掛
け
、
月
末
の
一
覧
表
に
ま

（
２
）
（
３
）

と
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
）
そ
の
意
味
で
は
同
じ
医
家
で
も
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
や
中
浜
東
一
郎
、
斎
藤
茂
吉
な
ど
の
日
記
の
よ
う
な
魅
力
や
迫

力
に
乏
し
い
反
面
、
会
合
や
面
会
人
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
医
界
教
育
界
の
重
鎮
・
耆
宿
の
日
常
が
巧
ま
ず
描
か
れ
て
興
味
深
く
、

第
八
巻
自

第
九
巻
自

第
十
巻
自

第
十
一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

昭
和
十
二
年 自

大
正
六
年
至
大
正
九
年

自
大
正
十
年
至
大
正
十
三
年

自
大
正
十
四
年
至
昭
和
三
年

自
昭
和
四
年
至
昭
和
七
年

自
昭
和
八
年
至
昭
和
十
一
年

自
大
正
二
年
至
大
正
五
年

（
当
用
日
記
そ
の
ま
ま
）

（
″
）

明
治
十
八
’
二
十
年
の
欧
州
視
察
（
医
学
教
育
学
校
衛
生
取
調
）
か
ら
帰
り
、
医
科
大
学
教
授
兼
医
科
大
学
長
で
は
あ
つ

一
応
結
着
し
、
彼
自
身
は
本
科
生
よ
り
も
む
し
ろ
別
課
医
学
科
や
国
家
医
学
講
習
科
、
あ
る
い
は
学
外
の
諸
学
協
会
委

い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
留
学
組
が
続
々
帰
学
し
新
旧
交
代
期
に
入
り
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
医
科
大
学

、
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教
授
を
辞
任
し
、
同
三
十
六
年
に
は
名
誉
教
授
に
推
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
要
職
に
あ
っ
た
壮
年
期
（
と
り
わ
け
医
科
大
学
教
授
時
代
）
を
中
心
に
以
下
抄
出
す
る
。
大
学
の
ほ
か
、
文
部
省
、
内

務
省
、
司
法
省
に
足
を
運
び
、
中
央
衛
生
会
、
国
政
医
学
会
、
私
立
衛
生
会
、
順
天
堂
医
事
研
究
会
な
ど
に
出
席
し
、
留
学
・
帰
朝
者
を
送
迎

し
葬
儀
に
列
席
し
、
夕
方
は
中
村
楼
、
万
代
軒
、
富
士
見
軒
、
開
花
楼
、
精
養
軒
、
可
否
茶
館
、
鹿
鳴
館
、
八
百
松
な
ど
へ
出
掛
け
る
日
常
で

（
４
）

あ
っ
た
。
（
当
字
も
含
め
で
き
る
だ
け
原
文
通
り
と
し
た
。
〔
〕
内
は
著
者
加
筆
。
な
お
註
解
は
最
少
限
に
留
め
た
の
で
成
害
年
表
類
の
参
照
を
乞
う
。
）

〔
一
月
一
五
日
〕

〔
一
月
一
日
〕

〔
二
月
二
八
日
〕

〔
五
月
七
日
〕

司
法
省
江
行
ク

〔
三
月
一
三
日
〕

晴
風
九
時
出
校
ベ
ル
ッ
ス
ク
リ
バ
両
氏
ヲ
名
与
医
学
会
員
二
撰
挙
ス
衛
生
局
長
ノ
照
会
ニ
テ
大
坂
府
属
某
来
ル
午
後
三
時
半
帰
宅

晴
七
時
半
ヨ
リ
事
務
所
江
行
き
八
時
半
開
会
午
後
二
時
帰
宅

（
５
）

東
京
医
学
会
発
会
前
八
時

晴
風
邪
一
一
テ
年
賀
セ
ス
終
日
就
辱
佐
灸
木
。
佐
藤
。
沢
田
。
練
木
。
川
崎
。
江
原
。
山
口
。
平
野
。

晴
午
前
九
時
出
校
午
後
司
法
省
江
行
き
三
好
次
官
二
裁
判
医
学
ノ
事
ヲ
談
ス
木
村
ヨ
リ
電
信

雨
九
時
出
校
午
後
文
部
省
江
行
学
位
ヲ
受
領
ス
六
時
帰
宅

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
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〔
一
月
二
六
日
〕

〔
一
二
月
二
七
日
〕
、
〔
抄
〕

〔
一
二
月
二
四
日
〕
、
〔
抄
〕

（
８
）

日
本
全
国
医
会
之
議
五
時
ヨ
リ
延
引
別
課
ノ
教
授
ヲ
止
ム

（
な
お
、
一
二
月
二
五
日
「
別
課
医
学
生
大
団
結
ヲ
謀
ル
全
国
医
会
草
案
会
」
、
一
二
月
三
○
日
「
佐
藤
江
行
き
三
浦
〔
謹
之
助
〕
ノ
事
別
課
生
団
結

ノ
事
研
究
会
ノ
事
等
ヲ
談
ス
」
と
あ
る
・
）

〔
一
○
月
一
日
〕
、
〔
抄
〕

〔
七
月
二
三
日
〕

〔
七
月
一
二
日
〕
、
〔
抄
〕

（
６
）

朝
晴
午
時
雨
八
時
出
校
磐
梯
山
負
傷
者
救
護
医
員
ヲ
派
出
ノ
用
意
二
着
手
シ
タ
ル
モ
不
要
ト
ナ
ル
〔
略
〕
十
二
時
帰
宅
午
後
晴
夕
散
歩

写
ｆ

の
Ｏ

曇
午
前
六
時
半
ヨ
リ
出
校
前
夜
ノ
〔
大
学
寄
宿
舎
〕
失
火
ニ
テ
文
科
学
生
三
名
医
科
同
四
名
負
傷
シ
第
二
年
生
早
川
庄
次
郎
焼
死
ス
之
ヵ

午
時
司
法
大
臣
官
舎
ヲ
訪
フ
片
山
同
伴

司
法
大
臣
官
舎
ヲ
訪
フ

別
課
生
｝
一
医
史
ヲ
開
講
ス

（
７
）

時
を
口
雨
九
時
出
校
十
二
時
退
校
後
四
時
ス
ク
リ
バ
ヲ
新
橋
停
車
場
二
送
ル
五
時
帰
宅

ス
ク
リ
バ
出
発
後
四
時

乙
酉
会
五
時
富
士
見
軒

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

／
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為
葬
式
通
夜
等
ノ
世
話
ヲ
為
シ
ダ
五
時
帰
宅
同
人
之
為
香
莫
二
円
ヲ
送
り
且
一
般
被
害
ノ
者
へ
役
員
一
同
ヨ
リ
年
報
百
分
ノ
ー
之
金
ヲ
拠
出

ス
〔
九
月
三
日
〕
、
〔
抄
〕

（
二
月
一
六
日

〔
六
月
一
五
日
〕

〔
二
月
一
一
日
〕

（
九
月
二
四
日
一

〔
一
二
月
一
九
日
〕

曇
雨
十
時
出
校
小
池
来
校
朝
押
田
来
ル
三
時
半
帰
宅

国
家
医
学
講
習
科
ヲ
公
告
ス
午
前
二
時
間
ニ
テ
満
員
ス

（
一
二
月
二
○
日
「
午
後
一
時
ヨ
リ
寄
宿
舎
清
潔
法
ヲ
議
シ
ニ
時
ヨ
リ
国
家
医
学
科
時
間
割
等
ヲ
議
シ
三
時
ヨ
リ
日
本
医
学
会
ノ
相
談
会
二
赴
き
夕
六
時

ヨ
リ
〔
学
士
送
迎
会
〕
万
代
軒
」
、
一
二
月
三
ハ
日
「
各
地
方
江
講
習
生
入
学
許
可
ヲ
通
知
ス
」
）

（
９
）

朝
雪
八
時
ヨ
リ
宮
中
二
於
テ
御
口
祭
ノ
有
二
付
参
拝
□
口
憲
法
発
布
式
参
列
午
後
正
門
外
ニ
テ
参
賀
四
時
半
大
学
ニ
テ
賀
意
ヲ
表
シ
総
員

来
集
シ
夜
八
時
半
ヨ
リ
宮
中
二
舞
楽
ヲ
陪
覧
シ
テ
十
二
時
帰
宅

（
９
）

此
日
森
大
臣
負
傷
セ
ラ
ル
紀
元
節
二
付
参
賀

（
二
月
一
六
日
「
森
大
臣
葬
儀
午
後
一
時
青
山
江
）

（
７
）

雨
午
前
八
時
ヨ
リ
医
学
会
開
場
十
二
時
半
二
談
話
ヲ
了
ス
〔
略
〕
ス
ク
リ
録
ハ
ヲ
訪
フ
巣
鴨
病
院
火
災
演
習
ノ
為
負
傷
者
十
三
人
生
ス

（
九
月
二
四
日
「
ス
ク
リ
等
〈
宇
野
送
迎
会
上
野
精
養
軒
六
時
評
議
会
」
）

晴
風
九
時
出
校
十
一
時
卒
業
証
ヲ
授
与
シ
十
二
時
写
真
ヲ
取
り
三
時
帰
宅

（
ｍ
）

薬
学
会
医
科
大
学
三
時
別
課
卒
業
証
授
与
式
午
前

薬
学
会
総
会
三
時
万
代
軒
横
浜
江
送
り
延
引
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一

〔
一
月
八
日
〕

〔
九
月
二
日
〕
、
〔
抄
〕

（
蝿
）

毎
木
曜
医
史
ヲ
講
ス

（
四
月
六
日
「

〔
四
月
一
九
日
〕
、

〔
四
月
一
日
〕

教
授
会
一
時
ヨ
リ

〔
一
○
月
二
七
日
〕

国
政
医
学
会
総
会
地
国
協
会
三
時

〔
二
月
四
日
〕

（
、
）

晴
十
時
出
校
午
後
国
家
医
学
会
開
講
午
後
予
算
会
議
ヲ
了
シ
四
時
半
帰
宅（

吃
）

晴
午
前
九
時
ヨ
リ
師
範
学
校
江
赴
き
正
午
大
学
江
出
テ
ー
時
ヨ
リ
医
学
会
発
会
二
赴
ク
四
時
半
閉
会
帰
宅

高
等
師
範
学
校
卒
業
式
九
時
〔
第
一
回
〕
日
本
医
学
会
始
マ
ル
ニ
時
ヨ
リ

（
岨
）

（
四
月
六
日
「
日
本
医
学
会
一
一
赴
キ
演
説
ヲ
為
シ
」
、
四
月
七
日
「
日
本
医
学
会
終
ル
」
）

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）

晴
九
時
出
校
本
期
ノ
講
義
ヲ
始
め
午
後
講
習
生
二
証
書
ヲ
授
ヶ
午
後
写
真
ヲ
取
り
夕
松
源
楼
一
一
テ
祝
宴
ヲ
開
キ
夜
九
時
帰
宅
長
与
松
本
実

快
晴
午
前
七
時
ヨ
リ
浜
尾
氏
ヲ
訪
上
竹
早
町
江
赴
き
十
一
時
出
校
午
後
四
時
ヨ
リ
国
家
医
学
会
総
会
一
一
臨
シ
夜
九
時
半
帰
宅

吉
来
臨
ア
リ

国
家
医
学
開
講

（
三
月
二
八
日

「
第
一
回
講
習
科
ヲ
了
ル
」
）

戸、
、『

抄
1J
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〔
一
月
一
○
日
〕

（
四
月
八
日
「
教
課
変
更
二
付
き
一
年
生
一
一
医
史
ノ
授
業
ヲ
要
セ
ス
」
）

（
皿
）

〔
四
月
一
五
日
〕
、
〔
医
術
開
業
試
験
、
長
崎
〕

雨
午
前
八
時
半
試
験
場
二
行
ク
九
時
開
場
午
後
三
時
半
閉
場
四
時
帰
舎
留
守
中
小
山
来
ル
〔
略
〕
文
部
大
臣
秘
書
官
ヨ
リ
本
日
貴
族
院
議

員
二
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
通
報
ア
リ
直
二
電
信
ヲ
留
守
宅
へ
報
シ
浜
尾
氏
二
御
ロ
ヲ
頼
ミ
其
旨
ヲ
秘
書
官
へ
返
電
セ
リ

（
皿
）

〔
五
月
二
日
〕
、
〔
開
業
試
験
、
京
都
〕

晴
朝
小
崎
来
ル
八
時
半
出
場
午
後
五
時
帰
舎
二
時
頃
大
津
小
唐
崎
丁
二
於
テ
魯
太
子
遭
難
微
創
ヲ
被
ラ
ル
タ
吉
岡
安
藤
西
村
斉
藤
沢
辺
清

水
等
来
訪
明
午
朝
当
地
江
行
幸
御
出
サ
レ
タ
リ
ト
云
う
第
六
号
信
着
ス

（
欄
外
に
「
湖
南
事
件
」

〔
九
月
一
五
日
〕
、
〔
抄
〕

（
皿
）

晴
九
時
半
出
校
午
後
三
時
半
帰
宅
医
術
開
業
試
験
委
員
長
拝
命
ス

晴
風
十
時
出
校
午
後
二
時
帰
宅
佐
今
木
山
県
来
ル

評
議
会
ナ
シ

毎
土
曜
二
年
生
一
一
医
史
ヲ
講
ス

本
学
年
ヨ
リ
病
理
学
ヲ
火
木
両
日
医
史
ヲ
土
曜
日
講
ス

実
地
試
験
始
マ
ル

（
一
二
月
三
日
「
開
業
試
験
規
則
調
査
委
員
ヲ
命
セ
ラ
ル
浜
尾
松
木
佐
を
木
長
谷
川
大
沢
高
木
」
）

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

と
朱
筆
あ
り
。
五
月
二
一
日
「
帰
京
」
）
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ル
ッ
江
謝
シ
午
後
評
議
会
」
）

〔
九
月
二
四
日
〕
、
〔
抄
〕

患
者
撰
定
養
育
院
壼

〔
六
月
一
○
日
〕
、
〔
抄
〕

（
一
月
一
八
日

〔
四
月
一
九
日
〕

〔
一
月
一
二
日
〕
、
〔
抄
〕

〔
一
○
月
一
五
日
〕
、
〔
抄
〕（

蝿
）

快
晴
十
二
時
ヨ
リ
養
育
院
江
出
頭
三
時
帰
宅
磯
来
ル
不
逢

毎
火
木
両
日
病
理
学
ヲ
土
曜
日
医
史
ヲ
授
業

（
一
月
一
八
日
「
毎
月
曜
講
習
科
一
一
授
業
ス
」
、
三
月
二
六
日
「
医
史
講
義
ヲ
了
ル
」
、
四
月
二
日
「
第
三
学
期
始
マ
ル
月
水
金
病
理
木
医
史
」
）

雨
朝
九
時
半
ヨ
リ
出
院
午
後
四
時
半
ヨ
リ
紅
葉
館
江
行
ク
夜
十
時
帰
宅

夕
七
時
半
ベ
ル
ッ
氏
江
行
十
一
時
半
帰
宅

ベ
ル
ッ
氏
ヨ
リ
招
き
夜
七
時
半

（
妬
）

ベ
ル
ッ
氏
送
別
会
紅
葉
館

二
年
生
江
開
講
ス

（
六
月
二
五
日
「
ベ
ル
ッ
送
別
会
帝
国
ホ
テ
ル
七
時
ヨ
リ
」
、
七
月
八
日
「
ベ
ル
ッ
ョ
リ
招
待
夜
七
時
」
、
七
月
九
日
「
朝
八
時
半
ヨ
リ
教
授
会
江
赴
き
く

（
九
月
一
二
日
「
講
習
科
ヲ
毎
月
曜
授
業
ス
」
）

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

時
ヨ

リ
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（
Ⅳ
）

ヒ
ル
シ
ベ
ル
グ
氏
歓
迎
会
紅
葉
館
ニ
テ
四
時
ヨ
リ

（
Ｍ
）

〔
一
○
月
末
一
覧
表
欄
、
医
術
試
験
日
程
〕

五
日
東
京
発
六
日
名
古
ャ
発
八
日
長
崎
着
十
二
日
学
課
分
担
定
メ
十
四
日
間
題
会
議
十
五
日
試
験
開
場
十
六
十
七
十
八
試
験
二
十
一
二
十

二
実
地
試
験
二
四
及
第
証
授
与
長
崎
発
二
六
神
戸
京
都
着
廿
七
帰
京
（
二
三
日
間
）
二
九
問
題
会
議
十
一
月
二
日
再
上
京
都
江
発
三
日
着

四
日
問
題
会
議
五
日
試
験
開
場
六
七
八
日
試
験
十
一
十
二
実
地
試
験
十
五
日
及
第
証
授
与
岡
山
行
キ
〔
岡
山
医
学
校
他
〕
十
八
日
岡
山
発

〔
一
二
月
三
日
〕
、
〔
抄
〕

伝
染
病
研
究
所
開
所
式
一
時

〔
一
二
［
月
五
日
〕

ニ
ハ
向
、
二
五
日
〕

〔
一
型
再
幻
一
二
言
口
〕

（
魁
）

晴
午
後
三
時
ヨ
リ
上
野
江
行
上
絵
画
展
覧
会
ヲ
見
午
後
ス
ク
リ
バ
祝
宴
一
一
赴
ク
夜
七
時
帰
宅

ス
ク
リ
バ
祝
宴
上
野
精
養
軒
三
時
ヨ
リ

曇
朝
吉
見
佐
藤
来
訪
十
時
出
校
午
後
三
時
帰
宅
夜
杉
田
来
ル
十
時
過
大
学
婦
人
病
室
ヨ
リ
失
火
シ
眼
科
病
室
外
表
診
察
処
□
口
室
等
ヲ
焼

失
シ
十
二
時
過
鎮
火
為
二
出
校
シ
暁
四
時
帰
宅

教
授
会
食
四
時
ヨ
リ
学
士
会
事
務
所

十
九
日
帰
宅

（
四
）

朝
雨
午
前
不
出
午
後
晴
博
愛
館
病
院
開
き
二
赴
ク
タ
五
時
帰
宅
三
浦
氏
来
診

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
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（
虹
）

三
宅
秀
は
こ
の
年
九
月
医
科
大
学
教
授
を
辞
し
て
い
る
。
た
だ
し
日
記
に
は
こ
の
件
の
記
述
が
全
く
な
い
。
し
か
し
九
、
十
月
ま
で
は
「
出

校
」
と
書
い
て
あ
る
の
が
（
十
一
月
は
殆
ど
大
学
へ
は
行
か
ず
）
、
十
二
月
か
ら
は
「
大
学
へ
出
頭
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
（
大
学
へ
は
そ
の
後
も

「
講
習
科
」
講
義
の
た
め
出
掛
け
て
い
る
。
）
大
学
へ
は
次
第
に
足
が
遠
く
な
る
。
大
学
は
明
治
二
十
七
年
十
二
月
三
宅
秀
博
士
頌
徳
記
念
式
を
挙

げ
る
。
（
一
二
月
一
二
日
「
午
後
大
学
江
出
頭
肖
像
等
ヲ
受
ク
〔
略
〕
肖
像
出
来
二
付
大
学
一
一
テ
受
取
二
時
」
）
明
治
三
十
六
年
三
月
七
日
（
一
九
○
三
）

に
は
「
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
ノ
称
ヲ
授
ケ
ラ
ル
」
。

以
上
、
氏
の
四
十
代
の
日
記
を
概
観
し
た
が
、
簡
潔
そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
栄
誉
も
他
人
事
の
よ
う
に
そ
っ
け
な
い
。
わ
ず
か
に
貴
族

院
議
員
勅
選
（
明
二
四
・
四
・
一
五
）
の
際
、
多
少
の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
ゑ
で
あ
る
。

以
下
、
大
正
改
元
（
一
九
一
二
）
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）
の
項
の
承
挙
げ
る
。

仏
教
病
院
開
院
式
雇

〔
八
月
一
六
日
〕
、
〔
抄
〕

（
八
月
一
八
日

〔
八
月
二
三
日
〕
、

（
妬
）

裁
判
所
ヨ
リ
召
喚
状
到
来

（
刎
）

（
八
月
一
八
日
「
朝
八
時
相
馬
事
件
一
一
付
裁
判
所
江
出
頭
佐
藤
榎
本
一
一
逢
う
大
臣
官
宅
江
礼
一
一
行
ク
」
）

ベ
ル
ッ
来
着
ノ
事
ヲ
間
ク

（
八
月
二
五
日
「
朝
ベ
ル
ッ
氏
ヲ
訪
大
学
ニ
テ
総
長
二
逢
」
、
八
月
二
七
日
「
朝
三
時
ヨ
リ
池
魚
釣
一
一
行
ク
東
風
ニ
テ
不
猟
六
時
帰
宅
ベ
ル
ッ
氏
来
ル
不

逢
山
極
来
ル
」
、
九
月
二
二
日
「
六
時
ヨ
リ
ゞ
ヘ
ル
ツ
歓
迎
会
江
赴
き
九
時
過
帰
宅
」
）

戸

抄
L－J

時
ヨ
リ
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最
晩
年
に
な
っ
て
も
、
貴
族
院
議
員
、
中
央
衛
生
会
（
明
治
一
二
年
よ
り
）
、
帝
国
学
士
院
会
員
（
同
一
八
年
よ
り
）
、
保
健
衛
生
調
査
会
委
員

（
大
正
五
年
よ
り
）
、
学
校
衛
生
調
査
委
員
（
同
二
年
よ
り
）
な
ど
の
現
役
で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
日
記
は
家
族
、
親
族
間
の
誰
彼
の
こ
と
が

多
く
書
か
れ
て
い
る
。
字
が
多
少
乱
れ
て
は
い
る
が
ほ
ぼ
判
読
で
き
る
。
昭
和
十
三
年
三
月
二
日
（
一
九
三
八
）
感
冒
の
た
め
病
床
に
就
き
、

そ
の
う
ち
肺
炎
を
併
発
、
半
月
ほ
ど
臥
し
て
死
去
す
る
。
満
八
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
期
の
日
記
を
掲
げ
、
結
び
と
し
た
い
。

暁
来
大
雨
風
ア
リ
朝
理
髪
へ
行
ク
午
時
過
大
震
ア
リ
土
蔵
ノ
東
西
棲
並
一
一
北
面
階
上
全
部
ヲ
震
落
シ
其
他
家
根
瓦
多
ク
落
シ
貸
屋
門
番
所

〈
不
変
新
宅
〈
甚
シ
カ
ラ
ス
佐
藤
（
駒
込
）
ヨ
リ
見
舞
番
丁
佐
為
木
及
勇
等
見
舞
二
来
ル
神
田
日
本
橋
へ
見
舞
ヲ
生
ロ
ス
火
事
ノ
為
二
近
寄

ル
ヲ
得
ス
空
シ
ク
一
夜
ヲ
過
ス
夜
野
宿
ス
来
□
ロ
ヲ
尋
ネ
テ
来
ル

〔
三
月
二
日
〕

〔
昭
和
一
三
年
三
月
一
日
〕

快
晴
田
村
二
命
シ
三
浦
処
方
ノ
散
薬
ヲ
調
剤
セ
シ
ム
仁
田
松
子
来
ル

（
七
月
三
一
日
「
朝
九
時

〔
大
正
一
二
年
九
月
一
日
〕

〔
明
治
四
五
年
七
月
三
○
日
〕

晴
小
雨
佐
藤
梅
口
来
ル
自
家
午
後
ニ
到
り
三
十
口
度
熱
出
ス
三
浦
来
口
中
村
八
重
口
来
ル
仁
田
松
子
御
帰

晴
朝
九
時
三
浦
ヲ
訪
問
シ
十
時
参
内
皇
太
后
及
両
陛
下
ノ
御
機
嫌
ヲ
伺
上
十
一
時
幸
口
本
部
へ
行
キ
ー
時
貴
族
院
へ
出
テ
議
長
ヵ
代
表
□

口
弔
詞
ヲ
述
フ
ル
ノ
相
談
ア
リ
三
時
半
帰
宅
夕
刻
ヨ
リ
畷
雨
夜
ヲ
徹
ス
〔
略
〕
午
前
○
時
四
十
三
分
崩
御

（
七
月
三
一
日
「
朝
九
時
ヨ
リ
参
内
新
皇
帝
及
皇
太
宮
二
拝
謁
シ
十
一
時
帰
宅
〔
略
〕
大
正
卜
改
元
ア
リ
」
）
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，
曇
小
雨
午
前
大
滝
来
口
午
時
中
村
八
重
佐
藤
口
佐
藤
八
千
代

実
質
的
に
は
三
月
三
日
を
も
っ
て
日
記
を
終
る
。
（
三
月
四
日
、
九
日
は
頭
註
欄
に
メ
モ
あ
る
の
承
・
）

（
９
）
ベ
ル
ッ
の
憲
法
発
布
祝
賀
の
有
様
へ
の
皮
肉
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
（
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
）
。
森
が
前
記
一
月
二
十
五
日
の
火
災
の
こ
と
で
「
学

生
た
ち
と
激
し
い
衝
突
」
を
し
た
の
が
暗
殺
の
遠
因
の
一
つ
で
あ
る
と
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
は
述
べ
て
い
る
。
な
お
彼
は
火
事
の
日
付
を
一
月
二
十
日
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
、
）
小
関
恒
雄
帝
国
大
学
医
科
大
学
別
課
医
学
科
第
十
九
回
、
二
十
回
卒
業
生
名
簿
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
巻
三
五
九
’
三
六
一
頁
一
九
八
一

へへへへ

8765
軍レーン

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
１
）

〔
三
月
三
日
〕

文
献
お
よ
び
註

氏
の
履
歴
等
は
主
と
し
て
「
三
宅
秀
略
歴
」
（
三
宅
家
編
、
孔
版
、
一
九
三
八
）
、
富
士
川
瀞
編
三
宅
秀
先
生
小
伝
（
中
外
医
事
新
報
一
二
五
五
号

一
九
三
八
）
、
座
談
会
三
宅
秀
先
生
を
偲
ぶ
夕
（
日
本
医
事
新
報
八
七
四
号
一
九
三
九
）
に
従
っ
た
。

丸
山
博
中
浜
東
一
郎
日
記
に
つ
い
て
八
鴎
外
と
医
学
Ｖ
覚
書
そ
の
６
医
学
史
研
究
三
二
号
三
三
’
三
八
頁
一
九
六
九

岡
田
靖
雄
戦
前
の
私
立
精
神
病
院
長
の
日
記
か
ら
ｌ
精
神
科
医
斎
藤
茂
吉
の
苦
悩
ｌ
医
学
史
研
究
三
○
号
、
三
三
’
三
六
頁
一
九
六
八

た
と
え
ば
、
大
沢
謙
二
『
燈
影
姦
語
』
一
九
二
八
、
「
明
治
医
事
年
表
」
（
日
本
医
事
新
報
一
九
三
五
年
増
刊
号
）
、
中
野
操
『
皇
国
医
事
大
年
表
』

一
九
四
二
、
『
東
京
帝
国
大
学
法
医
学
教
室
五
十
三
年
史
』
一
九
四
三
、
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
二
四
巻
医
学
１
一
九
六
五
、
小
川
鼎
三
・
酒

井
シ
ヅ
（
校
注
）
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斉
自
伝
』
一
九
八
○
。

本
会
の
発
端
に
つ
い
て
は
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
（
一
九
六
七
）
参
照
。

七
月
十
五
日
の
噴
火
で
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
。
大
学
か
ら
も
直
ち
に
救
護
に
向
っ
た
が
、
後
発
隊
は
不
要
と
な
っ
た
意
か
。

ス
ク
リ
零
〈
は
明
治
二
十
一
年
七
月
よ
り
二
十
二
年
九
月
ま
で
賜
暇
帰
国
し
て
い
る
。

別
課
医
学
科
は
明
治
十
八
年
四
月
新
募
を
や
め
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
廃
止
に
際
し
紛
糾
し
、
代
替
と
し
て
全
国
五
カ
所
に
高
等
中
学
校

医
学
部
が
つ
く
ら
れ
、
や
が
て
こ
れ
ら
五
校
が
医
学
専
門
学
校
の
発
端
と
な
る
（
三
宅
先
生
昔
年
医
談
、
中
外
医
事
新
報
七
三
九
、
七
四
○
号
、
一

九

ご
◎
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罰
）
三
宅
は
明
治
十
七
年
十
一
月
「
華
族
相
馬
誠
胤
儀
精
神
病
真
否
鑑
定
之
為
メ
東
京
府
癩
狂
院
へ
出
張
右
診
断
可
致
候
事
」
と
東
京
大
学
よ
り
拝
命
。

三
宅
、
ス
ク
リ
等
〈
ら
は
「
狂
躁
発
作
を
有
す
る
諺
憂
病
」
と
診
断
し
た
（
児
玉
昌
、
東
京
医
事
新
誌
三
○
○
○
号
一
九
三
六
）
。

ａ
）
氏
が
四
十
五
歳
そ
こ
そ
こ
で
辞
任
（
依
願
免
本
官
、
明
二
六
・
九
・
九
）
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
九
月
講
座
制
が
布
か
れ
た
た
め
（
の
新
旧
交
代
）

ハハヘヘヘ

1918171615
ｰｰ曹曹一

へへへへ

14131211
ｰｰｰ､－ﾉ

東
京
都
養
育
院
と
東
京
大
学
医
学
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
東
大
医
学
部
百
年
史
』
に
詳
し
い
。

ベ
ル
ッ
は
明
治
二
十
五
年
九
月
長
崎
を
発
し
、
二
回
目
の
一
時
帰
国
。
翌
年
八
月
来
日
。

』
国
易
。
弓
の
侭
（
扇
島
ｌ
岳
鵠
）
。
、
ヘ
ル
リ
ン
大
学
眼
科
教
授
。
氏
の
蔵
書
を
後
年
東
京
大
学
が
入
手
し
た
。

故
郷
ヘ
ッ
セ
ン
州
よ
り
名
誉
教
授
に
叙
せ
ら
れ
る
（
中
外
医
事
新
報
三
一
六
号
一
八
九
三
）
。

博
愛
館
（
仏
教
病
院
）
は
貧
民
病
者
救
療
の
た
め
、
元
東
京
大
学
医
学
部
図
書
課
掛
佐
藤
精
一
郎
が
設
立
（
小
関
、
医
学
図
書
館
、
二
七
巻
四
号
、

故
郷
ヘ
ッ
セ

博
愛
館
（
“

一
九
八
○
）
。

『
東
大
法
医
学
教
室
五
十
三
年
史
』
四
四
頁
。
な
お
、
三
宅
は
「
医
制
」
を
担
当
し
た
。

た
と
え
ば
、
伊
達
一
男
『
医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
』
（
一
九
八
一
）
参
照
。
な
お
、
三
宅
は
四
月
六
日
（
か
）
「
病
理
学
｝
一
就
キ
テ
」
を
講
演
し
た
。

明
治
二
十
一
年
頃
の
彼
の
受
持
は
「
医
史
医
学
通
論
医
学
々
修
法
」
と
な
っ
て
い
る
（
「
帝
国
大
学
一
覧
」
一
八
八
九
）
。

長
与
専
斉
に
代
り
委
員
長
と
な
る
・
当
時
、
試
験
は
東
京
、
京
都
（
ま
た
は
大
阪
）
、
長
崎
で
行
わ
れ
た
。
四
月
八
日
よ
り
そ
の
立
会
の
た
め
出
張

し
た
の
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
か
。

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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by

TsuneoKOSEKI

Inthispaper,theauthorintroducedDr.HiizuMiyake'sdiarykeptfioml888tol938.Diary

noteswereboundedupfifteenvolumes.

H.Miyakeentriedinconciselyhisofficialandprivateeventsineachday.Hedescribedusually

ontheweather,theschool-goinghour,oHicesattendedat,visitors,meetin9s,lectures,dinnerparty,

hourofreturninghome,etc.

Theserecordarevaluableespeciallyfbrcheckingupthehistoricalevidencesinthemedicalfield

inthelatterMeijiperiod.

Miyakewasborninl848.Inl870hewasorderedtoserveonDaigaku-t6k6(medicalschool),

thepredecessorofthepresentUniversityofTokyo.Soonhewasappointedteacher,andbecamethe

deanofthesameschoolinl881.Retiringfi､omtheuniversityinl893,hebecameemeritusprofbssor

inl903.HewasgrantedthedegreeofM.D.inl888andselectedthememberoftheUpperHouse

inl891.Hediedin1938.

（
ト
鄙
）

ト
寺


